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1847年（弘化 4 年） 近江国蒲生町西宿（現在の滋賀県近江八
幡市西宿町）に伊庭貞隆の長子として誕
生

1864年（元治元年） 勤王家西川吉輔の門下生となる

1868年（明治元年） 朝廷出納御用係にあった西川に招かれ、
京都御所警衛隊隊員となる

1869年（明治 2 年） 京都御留守刑部官少監察として正式に官
途につく

1877年（明治10年） 大阪上等裁判所判事となる

1879年（明治12年） 依願免官ののち、住友入り、入社3カ月
で本店支配人となる

1888年（明治21年） 大阪府立商船学校校長を兼務

1889年（明治22年） 大阪市立商業学校校長を兼務

1890年（明治23年） 第1回総選挙に立候補、代議士となる

1894年（明治27年） 公職を辞し、事業経営に専念。別子銅山
勤務となる

1896年（明治29年） 住友家理事兼別子鉱業所支配人となる

1897年（明治30年） 総理事心得となる

1900年（明治33年） 第2代総理事に就任

1904年（明治37年） 引退

1926年（大正15年） 活機園にて死去

図表1・伊庭貞剛の略年譜
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図表2・新居浜・別子銅山・四阪島の位置関係
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解決へのビジョンが 

常に明快である 

大局的見地に立った 

公正を貫いた 

決断がブレなかった 

図表3・伊庭の経営決断のポイント
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